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女性の品格

　いまや女性の社会進出、活躍が当たり前となった日本社会。そんな

時代だからこそ、女性の価値観、果たすべき役割が大きく変化してい

る。従来の男性とは異なる価値観、よき女性らしさを、職場や家庭に

持ち込んでほしい、と著者は語っている。

　本書はビジネスから装い、話し方、恋愛にいたるまで、女性として

の振舞い方を具体的にアドバイス。「礼状が書ける」「約束を守る」「型

どおりの挨拶ができる」といった普段の言動に、女性の生き方と品位

はおのずと表われるのである。

　読んだすぐから実践してみようと思うことがたくさん書いてある１

冊です。

おすすめの１冊

40 才からのメタボリックシンドローム対策

特定健康診査・
特定保健指導が始まります。
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健診の便検査で潜血反応が陽性で
した。便潜血検査とは、どんな検査
ですか？

16 脳だめし

あなたは何問できる？

8 保険のはなし　医療保険の基礎知識

14 働く人の知恵袋　ビジネスマナー

好感度を上げる挨拶の仕方　

気分爽快！目覚めすっきり体操
10

健康・食よろず相談

水のはなし「赤潮」

食の安全・安心は見せる化で
 　筑前の『小京都』として有名な秋月は、いまでも城下町の街並
みと雰囲気が残されています。城下のまっすぐのびた道路の両側
には、何百本に及ぶ桜の木が並び、桜の季節には大勢の人々が訪
れます。
　昨年、花見に行った際、秋月城下町の入り口に架かる橋から川
沿に鮮やかな黄色の花が咲いた木が私の目を引きました。春の色
はピンクと黄緑のイメージしかなかったので、目新しく感じられ
ずっと見ていても飽きない風景でした。

今シーズンも麻疹は流行するのか？

疲れ目に効くツボ

1日のスタートに

ビジネスマナークイズ
ホロスコープ　春のお仕事運
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国
は
、
昭
和
53
年
か
ら
の
「
第

一
次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
」、

昭
和
63
年
か
ら
の
「
第
二
次
国

民
健
康
づ
く
り
対
策
」
を
経
て
、

平
成
12
年
か
ら
は
「
21
世
紀
に

お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動

(

健
康
日
本
21)

」
と
し
て
、
健

康
づ
く
り
施
策
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　
そ
れ
と
と
も
に
、
健
康
診
断
、

健
康
診
査
（
健
診
）
に
つ
い
て

は
、
医
療
保
険
各
法
に
基
づ
き

医
療
保
険
者
が
行
う
一
般
健
診

や
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

き
事
業
者
が
行
う
健
診
、
老
人

保
健
法
に
基
づ
き
市
町
村
が
行

う
健
診
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
生
活
習
慣
病
に
関

す
る
一
時
予
防
、
二
次
予
防
施

策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、

糖
尿
病
有
病
者
・
予
備
軍
の
増

加
、
肥
満
者
の
増
加
（
20
〜
60

歳
代
男
性)

や
野
菜
摂
取
量
の
不

足
、
日
常
生
活
に
お
け
る
歩
数

の
減
少
の
よ
う
に
健
康
状
態
及

び
生
活
習
慣
の
改
善
が
見
ら
れ

な
い
、
も
し
く
は
悪
化
し
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
今
後
の
生
活
習
慣
病

対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
で
は
、

◎
生
活
習
慣
病
予
備
軍
の
確
実
な

　
抽
出
と
保
健
指
導
の
徹
底
が
不

　
十
分

◎
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
健
診
・

　
保
健
指
導
の
徹
底
が
必
要

◎
健
診
・
保
健
指
導
の
質
の
更
な

　
る
向
上
が
必
要

◎
国
と
し
て
の
具
体
的
な
戦
略
や

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
示
が
不
十
分

◎
現
状
把
握
・
施
策
評
価
の
た
め

　
の
デ
ー
タ
の
整
備
が
不
十
分

な
ど
が
生
活
習
慣
病
対
策
を
推
進

し
て
い
く
上
で
の
課
題
と
し
て
あ

げ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
新
た
な
視
点

で
生
活
習
慣
病
対
策
を
充
実
・
強

化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
８
０
年
代
以
降
、
日
本
の

疾
病
構
造
は
、
が
ん
、
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
に
シ
フ
ト
し
て
お
り
、

国
民
医
療
費
の
約
３
割
を
生
活
習

慣
病
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
中
で
も
「
高
血

特定健康診査・
特定保健指導が始まります

メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 対 策

40才
  からの

こ
れ
ま
で
の
健
康
診
断
・

保
健
指
導
の
現
状

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
？

　医療制度改革の基本的な考え方

の１つに、生活習慣病に対する予
防の重視があります。今や国民医
療費の約３割、死亡別死亡率の約
６割が生活習慣病が原因です。
　そこで、平成 20 年 4 月より 40
歳～ 74歳の被保険者および被扶養
者を対象として、メタボリックシ
ンドロームの予防・解消に重点を
置いた、特定健康診査（特定健診）・
特定保健指導がはじまりました。
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特定健診

圧
」「
脂
質
異
常
」「
肥
満
」「
糖

尿
病
」
は
、
死
の
四
重
奏
と
い
わ

れ
、
別
名
は
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ

ラ
ー
」。
本
人
に
自
覚
症
状
が
な

い
ま
ま
病
状
が
進
行
し
、
動
脈
硬

化
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の

重
大
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の

が
、
内
臓
周
り
に
脂
肪
が
蓄
積
し

た
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」。「
内
臓

脂
肪
型
肥
満
」
に
高
血
糖
、
高
血

圧
、
脂
質
異
常
が
２
つ
以
上
あ
わ

せ
持
つ
こ
と
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
い
ま
す
。

　　
一
番
怖
い
の
が
、
健
康
診
断
結

果
な
ど
の
「
や
や
高
め
」。
明
ら

か
に
検
査
結
果
が
高
く
病
気
が
重

い
と
、
通
院
し
た
り
薬
を
飲
ん
だ

り
し
て
用
心
し
ま
す
が
、
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
で
あ
る
「
や
や
高
め
」
は
、

病
気
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
薄
い

た
め
、
つ
い
つ
い
放
っ
て
し
ま
い

が
ち
。
こ
う
い
う
軽
症
の
病
気
が

い
く
つ
か
集
ま
る
こ
と
で
、
重
症

の
病
気
を
１
つ
持
っ
て
い
る
こ
と

よ
り
、
危
険
度
は
高
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
怖
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
、
40
歳
〜
74
歳
ま
で
の

人
を
対
象
に
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

に
着
目
し
た
、
生
活
習
慣
を
見
直

し
て
い
く
た
め
の
特
定
健
康
診
査

(

以
下
、
特
定
健
診)

・
特
定
保

健
指
導
と
い
う
新
し
い
制
度
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
実
施
さ
れ
た
特

定
健
診
の
結
果
に
よ
り
、
健
康
維

持
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
人
に
対

し
て
は
、
特
定
保
健
指
導
が
義
務

づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
は
被
保
険
者

は
、
職
場
や
個
人
で
健
診
を
受
け

て
き
ま
し
た
が
、
被
保
険
者
の
自

主
性
に
任
さ
れ
て
い
た
た
め
、
何

年
も
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
新
し
い
制
度
で
は
、
40
歳

〜
74
歳
の
被
保
険
者（
本
人
）や
被

扶
養
者
（
家
族
）
も
対
象
と
な
り
、

保
険
者（
国
民
健
康
保
険
、健
保
組

合
、
政
府
管
掌
保
険
、
共
済
組
合

な
ど
）
か
ら
の
健
診
を
受
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
保

険
者
は
、
こ
れ
ら
対
象
者
の
健
診

を
行
な
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
と
は
？

新しい特定健診・特定保健指導は年に１回、国保などの医療保険者が中心となって実施されます。対象
は40歳から74歳の人です。医療保険者からの通知や広報などに注意して、忘れずに受診しましょう。

受診のお知らせが届いた後、指定の医療機関などで受診します。

基本的な健診
（問診＋基本的な検査）

詳細な健診

特定健診・特定保健指導の流れ

特定健診1

生活習慣改善の必要性レベルを３段階に分けて判定、通知されます。

判定・結果通知2

検査値改善のために

目標を設定して

保健指導を受け

ます。

特定保健指導3

＋

必要性
レベル 中程度

必要性
レベル 低い

必要性
レベル 高い

健診結果から現在の健康状態をしっかり把握。健康的な生活を送るための生
活習慣の見直しや改善に役立つ情報を提供します。

情報提供

動機づけ支援

生活習慣の改善点に基づ
き、目標を設定し行動で
きるように支援。

積極的支援

健診判定改善のため、実践
できる目標を選択、継続的
に実行できるよう支援。
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特
定
保
健
指
導
の
目
的
は
、
対

象
者
が
自
分
の
健
康
状
態
を
自
覚

し
、
生
活
習
慣
の
改
善
の
た
め
の

自
主
的
な
取
り
組
み
を
継
続
的
に

行
な
う
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
対
象
者
が
健

康
的
な
生
活
に
自
ら
改
善
で
き
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
医
師
や
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
が
行
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
特
定
健
診
で
Ｐ
５
の
図

の
よ
う
に
、
腹
囲
測
定
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
、
血
液
検
査
、
血
圧

検
査
を
し
、
検
査
結
果
や
質
問
票

に
よ
り
追
加
リ
ス
ク
が
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
、グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
は
「
積
極
的
支
援
」

「
動
機
づ
け
支
援
」「
情
報
提
供
の

み
」
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
、「
積

極
的
支
援
」「
動
機
づ
け
支
援
」
に

該
当
し
た
人
は
、「
特
定
保
健
指

導
利
用
券
」
が
送
ら
れ
、
特
定
保

健
指
導
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
指
導
に
よ
り
、
平
成
27
年

度
に
は
平
成
20
年
と
比
較
し
て
、

生
活
習
慣
病
有
病
者
や
予
備
群
を

25
％
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

グ
リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン

　
グ
リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン
は
、
ブ
ド

ウ
糖
と
ア
ル
ブ
ミ
ン
が
結
合
し
た

も
の
で
す
。
血
糖
値
が
高
い
状
態

が
続
く
と
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
と
結
合

す
る
量
が
増
加
し
て
、
グ
リ
コ
ア

ル
ブ
ミ
ン
は
高
く
な
り
ま
す
。
ア

ル
ブ
ミ
ン
の
半
減
期
は
、
17
日
で

す
か
ら
、
過
去
２
週
間
か
ら
１
カ

月
の
平
均
血
糖
値
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。今
ま
で
、血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
指
標
の
代
表
的
検
査
は
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
1c
で
し
た
。
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
1c
の
半
減
期
は
約

１
カ
月
な
の
で
、
過
去
１
〜
２
カ

月
の
平
均
血
糖
値
を
反
映
し
ま

す
。

　
最
近
の
糖
尿
病
の
治
療
法
進
歩

に
伴
い
、
デ
ー
タ
の
動
き
が
よ
り

早
く
、
よ
り
大
き
い
グ
リ
コ
ア
ル

ブ
ミ
ン
が
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
1c

に
代
わ
っ
て
繁
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
弊
社
で
は
、原
則
、翌
日
に
検
査

結
果
を
ご
返
却
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
営
業

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　こ
れ
ら
の
検
査
は
医
療
機
関
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
か
か

り
つ
け
の
先
生
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

各保険者より「特定健康診査受診券」が発行されます。それに基づき、指定された医療機関で健診
を受けます。検査内容は下記の通りです。主にメタボリックシンドロームの進行度をチェックする
ために、「腹囲」や「血圧」、「血糖」などを検査します。また、「問診」では、喫煙歴や飲酒、運動
習慣などに関する質問があります。

■診察など

・問診
病歴・治療中の病気・服薬中の薬・

生活習慣などの情報

・身体計測（身長・体重・腹囲）
・BMI
・理学的所見（身体診察など）
・血圧測定

■代謝系を調べる検査

・血糖、ヘモグロビン A1c、尿糖

■脂質を調べる検査

・中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール
（血液中に含まれる中性脂肪の高値、HDLコレステロール
の低値は、 メタボリックシンドロームの危険信号です）

■肝機能を調べる検査

・AST(GOT）、ALT(GPT)、γ-GTP

 メタボリックシンドローム
の基準となる腹部周りを測
るときの注意点は「おへそ
の高さ」の腹囲を測定する
ことです。
　女性の場合、胴回りの一番細いところと思
いがちですが、おへその高さの腹囲を測ります。
また、測定する場合は、息を吐いた状態で測
定します。

BMI=体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

■尿・腎臓機能を調べる検査

・尿たんぱく

特定健診1
基本的な健診（必須項目）

詳細な健診（医師が必要とした人）

■貧血を調べる検査

・赤血球、血色素 (ヘモグロビン )、ヘマトクリット

■その他

・心電図検査、眼底検査

※BMI25 以上の場合は、リスクがあると判断されます。

腹囲の測定方法

特
定
保
健
指
導
と
は
？

4



特定検診

●服薬中の人は継続的に医療機関で受診しているため、保健指導の対象とはなりません。ただし、主治医の依頼・了解のもと
に必要に応じて保健指導を行うこともあります。
●65～74 歳の人は「積極的支援」の対象となった場合も「動機づけ支援」となります。

検査や問診の結果などから、生活習慣病などのリスク要因の数や年齢などを総合して、生
活改善の必要性レベルが判定され、３つのグループに分けられて結果通知が行われます。

判定・結果通知2

「動機づけ支援」「積極的支援」と判定された人には、「特定保健指導利用券」が送られます。生活改善
の実践と検査値改善を目指して、保健師や管理栄養士、医師などから保健指導を受けます。

特定保健指導3

①
血  

糖

●空腹時血糖
100 ㎎ /dL 以上
●ヘモグロビン A1c
5.2％以上
●薬剤治療を受けて
　いる場合

②
脂  

質

●中性脂肪
150 ㎎ /dL 以上
●HDLコレステロール
40㎎ /dL 未満
●薬剤治療を受けて
　いる場合

●収縮期
130mmHg 以上
●拡張期
85mmHg 以上
●薬剤治療を受けて
　いる場合

③
血  

圧

●喫煙歴あり

※左記①～③
のリスクが１つ
以上の場合に
のみカウント

④
質
問
票

①
腹  

囲

男性 85㎝以上
女性 90㎝以上 A

②
B
M
I

男性 85㎝未満
女性 90㎝未満

かつ

BMI　25以上
Ｂ ③ ①②以外の人 Ｃ

Step1

Step2

Step3

検査結果、質問票より追加リスクがカウントされます。

腹囲と BMI で内臓脂肪蓄積のリスクが判定されます。

特定健診受診者全員に情報提供され、Step1、2から保健指導の対象者がグループ分けされます。

A Ｂ

Step2

Ｃ

判 定

情報提供
の み※

情報提供
の み※

情報提供
の み※

追加リスク

1～2

動機づけ
支 援

追加リスク

3以上

積極的
支 援

追加リスク

0
追加リスク

1

動機づけ
支 援

追加リスク

2以上

積極的
支 援

追加リスク

0

※保険者の判断より「動機づけ支援」「積極的支援」の対象者以外の人に対しても保健指導が実施される場合もあります。

メタボリックシンドロームのリスクが
重なっている人です。３～６カ月、積極
的に保健指導が行われます。生活習慣
を改善するために、実践できる目標を
自分で選択して、継続的に実行するた
めに必要なサポートが受けられます。

積極的支援と判定された人

メタボリックシンドロームのリスクが
出現しはじめた人です。自分の生活習
慣の改善点に気づき、自分で目標を設
定して、それを行動に移すために必要
なサポートが受けられます。原則１回
の保健指導が行われます。

動機づけ支援と判定された人

全 員
特定健診結果をもとにした、生活習慣病の理解を深める情報や生活習慣の改善
に関する情報が提供されます。情報提供
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動
脈
の
内
側
に
つ
い
た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
取
り
除
き
、
動

脈
硬
化
を
防
ぐ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
低
値
の

場
合
、動
脈
硬

化
を
引
き
起
こ

す
誘
因
に
な
り

ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
高
値

の
場
合
、
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
こ
と
を

血
糖
と
い
い
、
か
ら
だ
を
つ
く
っ
て

い
る
組
織
細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る
大
切
な
物
質
で
す
。
血
糖

が
増
え
る
と
、イ
ン
ス
リ
ン
が
分
泌

さ
れ
て
、
血
糖
値
が
下
が
り
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
し
た
り
、

効
き
目
が
低
下
す
る
と
血
糖
値
が

下
が
ら
ず
、
体
に

障
害
を
お
こ
し
ま

す
。
こ
れ
が
糖
尿

病
で
す
。

赤
血
球
の
中
に
あ
っ
て
、
酸
素

を
運
ぶ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
H
b
）
と
、

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
と
が
結
合
し

た
も
の
で
す
。

糖
尿
病
で
は
、
主
に
H
b
A
1c

が
高
く
な
り
ま
す
。

血
糖
の
検
査
は
飲
食
の
影
響
を

受
け
ま
す
が
、
H
b
A
1c
は
あ
ま
り

受
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
糖
尿

病
の
治
療
経
過
を
判
定
す
る
た
め

に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

糖
尿
病
で
血
糖
値
が
高
く
な
る

と
、
尿
に
糖
が
出
て
き
ま
す
。
た

だ
し
、
食
後
や
激
し
い
運
動
、
ス

ト
レ
ス
、
胃
の
手
術
を
し
た
場
合

に
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一

時
的
な
も
の
で
す
。

　
Ａ
Ｓ
Ｔ
は
心
筋
、
肝
臓
、
骨
格

筋
な
ど
に
多
く
存
在
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
臓
器
の
細
胞
に
異
常
が
お

こ
る
と
、
血
清
中
の
Ａ
Ｓ
Ｔ
に
も
す

ぐ
異
常
が
現
れ
る
の
で
、
肝
臓
障

害
、
心
筋
梗
塞
な
ど
診
断
す
る
う

え
で
重
要
で
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
と
く
に
肝
細
胞
の

異
常
に
敏
感
に
反
応
す
る
の
で
、

肝
臓
、
胆
道
系
の
病
気
の
診
断
に

は
欠
か
せ
な
い
検
査
で
す
。

γ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
は
、
主
に
肝
臓
や
腎

臓
、
膵
臓
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る

酵
素
で
す
。

γ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
は
と
く
に
ア
ル
コ
ー

ル
に
敏
感
に
反
応
し
、
し
か
も
肝

臓
や
胆
道
の
病

気
が
あ
る
と
、

他
の
酵
素
よ
り

早
く
異
常
値
を

示
し
ま
す
。
そ

の
た
め
ア
ル
コ
ー

ル
性
肝
炎
の
指

標
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

蛋
白
は
健
康
な
人
で
も
わ
ず
か

に
尿
中
に
出
て
い
ま
す
が
、
腎
臓

が
病
気
に
な
る
と
多
く
出
ま
す
。

た
だ
し
、
激
し
い
運
動
や
寒
さ
、

精
神
的
な
興
奮
、
強
い
ス
ト
レ
ス

等
で
も
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

心
臓
は
全
身
に
血
液
を
送
り
出

す
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
血
液
を
送
り
出
す
時
に
血
管
に

加
わ
る
圧
力
を
血
圧
と
い
い
ま
す
。

心
臓
が
縮
ん
で
血
液
を
押
し
出

す
時
の
圧
力
を
収
縮
期（
最
大
血

圧
）、心
臓
が
元
へ
戻
っ
た
時
の
圧

力
を
拡
張
期（
最
小
血
圧
）と
い
い

ま
す
。一
般
的
に
夜
よ
り
朝
の
方

が
低
く
、冬
は
高
く
夏
は
低
い
と
い

う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。一
時
的
な

緊
張
で
も
高
く
な
る
の
で
、何
回
か

測
定
し
た
上
で
判
定
し
ま
す
。

体
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
皮
下

脂
肪
の
大
部
分
は
中
性
脂
肪
で
、

肥
満
に
な
る
と
高
く
な
り
、
動
脈

硬
化
の
危
険
因
子
に
な
り
ま
す
。

日
本
人
の
場
合
、
心
筋
梗
塞
の

患
者
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
く
、む
し
ろ
中
性
脂
肪

が
高
値
を
示

す
例
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。

血
圧

中
性
脂
肪

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血
糖

A
S
T（
G
O
T
）

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
1ｃ

A
L
T（
G
P
T
）

γ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ

尿
糖

尿
蛋
白

簡
単
な

検
査
の
は
な
し

疲
れ
目
に
効
く
ツ
ボ 

「
太
陽 

（
た
い
よ
う
）」 

場
所
と
押
し
方

場
所
と
押
し
方

場
所
と
押
し
方

場
所
と
押
し
方

「
攅
竹（
さ
ん
ち
く
）」 

「
晴
明（
せ
い
め
い
）」 

「
曲
池（
き
ょ
く
ち
）」 

　
目
尻
か
ら
、
約
２
セ
ン
チ
の
外
側

に
あ
る
く
ぼ
み
。

　
左
右
の
中
指
の
腹
で
、
最
初
は
軽

く
次
第
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
そ
の
ツ

ボ
を
押
す
よ
う
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
。

　
眉
毛
の
内
端（
眉
間
寄
り
）
に
あ
る

ツ
ボ
。

　
左
右
の
親
指
で
最
初
は
軽
く
徐
々

に
力
を
入
れ
て
そ
の
ツ
ボ
を
押
す
。

　
目
頭
の
少
し
鼻
よ
り
の
く
ぼ
み
。

　
こ
の
ツ
ボ
を
親
指
と
人
差
し
指
の

腹
で
つ
ま
む
よ
う
に
す
る
。
ま
ず
両

指
で
下
方
向
に
ツ
ボ
を
押
し
た
ら
、

次
に
上
方
向
に
ツ
ボ
を
つ
ま
む
。
押

し
下
げ
つ
ま
み
上
げ
を
、
少
し
熱
っ

ぽ
い
感
じ
が
す
る
ま
で
繰
り
返
す
。

　
肘
を
軽
く
曲
げ
た
時
に
出
来
る
シ

ワ
の
先
端
。
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A

対
象
者
（
被
保
険
者
）

75 歳以上のすべ
ての人、一定障害
のある 65歳以上
の人が被保険者に
なり、一人に１枚
新しい「後期高齢
者医療被保険者証」
が交付されます。

自
己
負
担

医療機関での自己
負担は、これまで
の老人保健制度と
同様に一般の人は
１割、現役並み所
得者は 3割です。

※健診の自己負担は

異なります。

保
険
料

保険料は被保険者全
員が納めます。保険
料は原則として年金
から天引きされます。

給
付

これまでの老人保健
制度と同様の給付が
受けられます。

Q
特
定
健
診
の
対
象
を
外
れ
た
年
齢
層

は
、
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

39
歳
以
下
と
75
歳
以
上
は
制
度
が
違
い
ま
す
。

　

39
歳
以
下
の
労
働
者
な

ら
ば
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
基
づ
き
健
診
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の

方
は
今
ま
で
通
り
、
任
意

に
健
診
・
保
健
指
導
を
行

い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
は
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
が
４
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の

制
度
は
75
歳
以
上
の
被
保

険
者
、
被
扶
養
者
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の

医
療
制
度
と
異
な
る
点
は
、

運
営
主
体
が
市
区
町
村
か

ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
（
都
道
府
県
単
位
）

に
な
る
点
と
、
各
自
が
納

付
し
て
い
た
保
険
料
が
、

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
に
な
る
点
で

す
。
健
診
は

後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連

合
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

A Q
忙
し
い
の
で
す
が
、
健
診
に
行

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
。

病
気
の
早
期
発
見
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は
じ
め
、
生
活
習
慣
病
の

リ
ス
ク
は
気
づ
き
に
く
く
、
自
覚
症
状
が
出
る
頃
に
は
、
病
気

は
か
な
り
進
行
し
て
い
ま
す
。
年
一
回
の
健
診
は
、
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
リ
ス
ク
の
芽
を
つ
み
と
る
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

普
段
は
気
に
し
な
い
健
康
情
報
を
入
手
し
て
悪
い
生
活
習
慣
の

改
善
の
き
っ
か
け
に
し
ま
し
ょ
う
。

A 改
善
の
き
っ
か
け
に

Q
成
人
が
一
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
は
、ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

年
齢
・
性
別
・
身
長
・
普
段
の
生
活

活
動
量
に
よ
っ
て
基
準
が
違
い
ま
す
。

　

標
準
体
重
が
56
㎏
（
身
長
1
6
0
㎝
）

な
ら
、
1
4
0
0
〜
1
6
8
0
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
と
な
り
ま
す
。
標
準
体
重
よ
り

重
い
人
、
普
段
の
生
活
活
動
量
が
少
な

い
人
、
高
齢
者
は
、
標
準
体
重
に
25
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
を
か
け
ま
す
。

　

人
は
年
齢
と
と
も
に
筋
肉
量
が
減
り

代
謝
が
衰
え
る
た
め
、
若
い
頃
と
同
じ

様
に
食
べ
て
い
る
と
太
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
活
動
的
な

生
活
を
心
が
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

し
や
す
い
体
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

後期高齢者医療制度の概要

１日に必要なエネルギー量

標準体重※×25～30キロカロリー
※標準体重 (㎏)= 身長 (m)×身長 (m)×22

http://www.crc-group.co.jp/rip/

TEL 092(623)2123 FAX 092(623)2114
〒 813-0062 福岡市東区松島 3丁目 29-18

信頼の絆を深める高度技術。

私たちは生命を見つめています。

・病理組織診断・細胞診断

※「
ツ
ボ
押
し
」
は
、
個
人
の
体
調
や

健
康
状
態(

妊
娠
な
ど)

に
よ
り
、

行
わ
な
い
方
が
い
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
専
門
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

　
肘
を
軽
く
曲
げ
、
曲
池
を
親
指
で

押
す
よ
う
に
し
て
揉
む
。
あ
ま
り
痛

く
な
ら
な
い
程
度
を
目
安
に
２
〜
３

分
行
う
。

太
陽

曲
池

清
明

攅
竹
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医
療
保
険
の
基
礎
知
識

知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
案
外
知
ら
な
い
保
険
。

そ
の
種
類
、
用
途
な
ど
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
損
を
す
る
反
面
、
知
っ
て
い
れ
ば
得
を
す
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。 
で
は
、
ど
ん
な
と
き
に
保
障
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

今
回
よ
り
、
医
療
保
険
の
基
礎
知
識
を
掲
載
し
ま
す
。

保
険
の
は
な
し

●
保
険
と
は
、
そ
も
そ
も
ど
う
い

う
も
の
な
の
で
し
ょ
う

　
私
た
ち
が
一
般
に
言
う
「
保
険
」

と
は
、
公
的
な
保
険
と
私
的
な
保

険
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
公
的
医
療
保
険
制
度
（
図
１
）

は
、
加
入
者
や
そ
の
被
扶
養
者
が
、

病
気
や
ケ
ガ
で
通
院
や
入
院
し
た

場
合
に
、
健
康
保
険
証
を
持
っ
て

病
院
に
行
く
と
、
公
的
機
関
な
ど

が
医
療
費
の
一
部
負
担
を
し
て
く

れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。
加
入
者

が
収
入
に
応
じ
て
保
険
料
を
出
し

合
い
、
そ
こ
か
ら
医
療
費
を
支
出

す
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
全
て
の
日
本
国
民
は
い

ず
れ
か
の
公
的
な
医
療
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
治

療
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
高
額
な

医
療
費
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

で
、「
皆
保
険
制
度
」
と
よ
ば
れ

て
い
ま
す
。
公
的
医
療
保
険
に
は

い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
域
な
ど
に
よ
っ
て
加
入

す
る
種
類
が
違
っ
て
い
ま
す
。

　●
で
は
、
な
ぜ
私
的
保
険
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か

　
公
的
な
医
療
保
険
で
カ
バ
ー
で

き
な
い
費
用
と
し
て
、
入
院
時
の

差
額
ベ
ッ
ト
代
や
食
事
療
養
費
の

自
己
負
担
部
分
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　
と
く
に
、
が
ん
治
療
な
ど
高
度

先
進
医
療
に
は
、
保
険
適
用
外
の

治
療
や
医
薬
品
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
原
則
と
し
て
混
合
診
療
（
※

１
）
は
、
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
１

つ
の
疾
患
で
自
由
診
療
を
受
け
る

場
合
は
、
保
険
対
象
と
な
る
治
療

や
検
査
の
部
分
も
含
め
、
す
べ
て

自
費
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
治

療
費
も
か
さ
ん
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
医
療
の
進
歩
に

よ
り
「
が
ん
」
は
不
治
の
病
か
ら

治
す
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

が
ん
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、

初
期
が
ん
（
ス
テ
ー
ジ
１
）
で
発

見
さ
れ
た
場
合
の
５
年
生
存
率
は

90
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
通
院
に
よ
る
が
ん
治
療
も
増

え
、
そ
の
分
、
多
額
の
治
療
費
が

公的医療保障

公的医療保険

健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

各
種
共
済
の
短
期
給
付
部
門

船
員
保
険
の
医
療
給
付
部
門

老
人
健
康
制
度

公
共
負
担
医
療
制
度

政府管掌健康保険

組合管掌健康保険

図 1. 公的医療保障の種類図 2. 高額医療費制度（70 歳未満）

自己負担金87,430円

４回目以降※4

44,400 円

所得区分

一　般※2

自己負担上限額（1カ月）

24,600 円低所得者※3 35,400 円

83,400 円上位所得者※1
150,000 円＋
( 医療費ー 500,000 円 )×1％

80,100 円＋
( 医療費ー 267,000 円 )×1％

国保加入者は基礎控除後の総所得金額が600万以上、健保加入者は標準報
酬月額 53 万円以上
上位所得者、低所得者以外の人
住民税非課税世帯や生活保護世帯など
過去12カ月間に４回以上高額療養費に該当した場合に適用される限度額

※1

※2
※3
※4

窓口での負担金 3割（医療費 100 万円の場合）
自己負担上限額80,100 円＋(100 万円ー 267,000 円 )×1％

※5
※6

［所得区分「一般」の場合］
医療費100 万円

高額療養費 21万2,570円
＝30 万円※5 ー自己負担金 87,430 円※6

健康保険等からの給付（療養の給付）7割
70万円

窓口での負担金３割
30万円
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2008年度

2010年度

2009年度

2011年度

2012年度

1995.4.2～1996.4.1生 1990.4.2～1991.4.1生

1991.4.2～1992.4.1生

1992.4.2～1993.4.1生

1993.4.2～1994.4.1生

1994.4.2～1995.4.1生

1996.4.2～1997.4.1生

1997.4.2～1998.4.1生

1998.4.2～1999.4.1生

1999.4.2～2000.4.1生

年度 第３期（中学1年生相当）第４期（高校3年生相当）

（株）損害保険ジャパン代理店　三井住友海上火災保険（株）代理店

アメリカンファミリー生命保険会社代理店

今
シ
ー
ズ
ン
も

　
麻
疹
は
流
行
す
る
の
か
？

（株）シー・アール・シー・サービス 保険事業課

TEL 092-623-2181
http://www.crc-group.co.jp/crcservice/

患
者
に
か
か
っ
て
く
る
の
も
現
状

で
す
。
い
く
ら
「
３
割
」
の
負
担

で
も
家
計
の
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
く
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て

い
る
の
が
「
高
額
療
養
費
制
度
」

（
図
２
）
で
す
。
保
険
証
と
と
も

に
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示
す

る
と
、医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
認
定
証
の
交
付
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
も
保
険
適
用
分
に
関
し

て
の
話
で
す
。

　
麻
疹
（
は
し
か
）
は
、
小
児

期
の
代
表
的
な
感
染
症
の
１
つ

で
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
流

行
が
み
ら
れ
、
患
者
数
の
ピ
ー

ク
は
５
月
で
す
。
麻
疹
は
麻
疹

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
で
、
咳

や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
空
気
感

染
を
し
ま
す
。
感
染
力
は
非

常
に
強
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
約
10
倍
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
成
人
が
か
か
る
の
は
ま
れ

な
ケ
ー
ス
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
の
流
行
で
は
、
15

歳
以
上
の
発
症
が
過
去
最
高
に

な
り
ま
し
た
。
原
因
と
し
て
、

１
９
８
９
年
〜
１
９
９
３
年
４

月
ま
で
の
間
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ

ン
（
麻
疹
、
お
た
ふ
く
風
邪
、

風
疹
）
の
副
反
応
が
多
く
報
告

さ
れ
た
こ
と
で
予
防
接
種
が
控

え
ら
れ
た
こ
と
が
、
影
響
し
て

い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
防
に
は
２
回
接
種

が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

公
費
負
担
で
の
２
回
接
種
は
一

昨
年
か
ら
。
そ
の
た
め
、
１
回

接
種
の
み
の
人
は
予
防
接
種
か

ら
10
〜
20
年
が
過
ぎ
て
免
疫
の

記
憶
が
弱
く
な
り
、
効
果
が
下

が
っ
た
こ
と
も
一
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
日
本
を
含
む

西
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
、

２
０
１
２
年
ま
で
に
麻
疹
を

排
除
す
る
目
標
を
定
め
、
厚
生

労
働
省
も
２
０
０
７
年
８
月
に

「
麻
疹
排
除
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
０
８
年
４
月

１
日
か
ら
５
年
間
の
期
限
付
き

で
、
麻
疹
と
風
疹
の
定
期
予
防

接
種
対
象
が
、
現
在
の
第
１
期

（
１
歳
児
）、
第
２
期
（
小
学
校

入
学
前
年
度
の
１
年
間
に
あ
た

る
児
）
に
加
え
、
第
３
期
（
中

学
１
年
生
相
当
世
代
）、
第
４

期
（
高
校
３
年
生
相
当
世
代
）

に
拡
大
さ
れ
ま
す
。（
表
）

　
し
か
し
、
２
０
０
８
年
度
も

各
地
で
流
行
が
続
い
て
お
り
、

感
染
症
研
究
所
で
は
、「
こ
の

ま
ま
患
者
が
減
少
し
な
け
れ

ば
、
昨
年
を
上
ま
わ
る
規
模
の

流
行
の
恐
れ
が
あ
る
」
と
警
告

し
て
い
ま
す
。

　
麻
疹
に
か
か
っ
た
覚
え
が

な
い
人
は
、
医
療
機
関
で
抗
体

検
査
を
受
け
、
結
果
が
陰
性

だ
っ
た
場
合
は
、
早
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

がん保険

シ
ー
ズ
ン
到
来
！

　
さ
ら
に
、
一
家
の
大
黒
柱
が
長

期
の
入
院
や
治
療
と
な
る
と
医
療

費
は
支
払
え
て
も
、
他
の
家
族
の

生
活
費
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
不
足
部
分

を
補
完
す
る
た
め
に
も
、
私
的
な

医
療
保
険
は
、
有
用
で
す
。

　
万
が
一
に
備
え
て
、
私
的
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
次
回
は
、
私
的
医
療
保
険
に
つ

い
て
詳
し
く
掲
載
し
ま
す
。

※
１

　
混
合
診
療
と
は
、
日
本
の
医
療
に

お
け
る
保
険
診
療
に
保
険
外
診
療

（
自
由
診
療
）
を
併
用
す
る
こ
と
。

表 . 麻疹及び風疹の第 3・4期予防接種対象者
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気分爽快！ 目覚めすっきり体操

１日のスタートに

◆伸びては脱力ストレッチ

①仰向けになり、右手で左手の

手首を持ち、息を吸いながら

全身で長い伸びをする。その

時、腕は引っ張りあげ、お腹

は徐々にへこませる。

②息を吐きながら、全身の力を

抜いて脱力。両腕をゆるめて

リラックスする。次に手を持

ち替えて繰り返す。

　これを3回繰り返す。

◆握って開いて足首屈伸

①両手を握り、足首を伸ばす。

②指を力強く開き、かかとを突き出

すようにして足のつま先を頭部側

へ向ける。その時膝も伸ばし、足

の後ろ側をストレッチする。4 呼

吸ずつ交互に繰り返す。

　これを3回繰り返す。

①

②

①

②
れを3回

朝の体操は、寝ている体を目覚めさせるのに効果的です。

「春眠暁を覚えず…」この季節なかなか起きられないものです。
そんな時は、体操をして徐々に眠気を覚ましていきましょう。
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http://www.fukuoka-kenkou.jp/

福岡支部　〒 813-0062 福岡県福岡市東区松島 3丁目 29-18
 　FAX 092-623-1740 FAX 092-623-6582 

山口支部　〒 745-0851 山口県周南市大字徳山字東卯の手 7510-37
 　TEL 0834-32-3694 FAX 0834-32-4332 

長崎支部　〒 859-0405 長崎県諫早市多良見町中里 129-9
 　TEL 0957-43-6103 FAX 0957-43-4985 

国民の健康の積極的増進と

疾病の予防に寄与します。 

私たちは「健康日本 21」運動の推進に協力しています。

指先を使うことは、健康にいいと言われています。脳からの指令が手の指に届くことで、

物をつかむ、握る、持つ、乗せるといった動作の力の加減をコントロールすることが

できます。脳から指先への伝達がうまくいかないと、この動作はスムーズに行えません。

指先をしっかり動かさないと、この動作もうまくいかなくなります。

目覚めた後は、手指を動かすことで頭をすっきりさせましょう。

◆手指の体操　その１
①中指を曲げる。

②人差し指と薬指を同時に曲げる。

③中指と小指を同時に曲げる。

①、②、③を繰り返し10 回行う。

◆手指の体操　その 2

親指を始めに曲げ、人差し指、親指、中指、親指、薬指、親指、

小指と順に曲げていく。

①～⑧まで行ったら①に戻る。これを3回繰り返す。

①

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑧⑦

② ③
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QＡ便
潜
血
検
査
と
は
？

検
査
結
果
の
見
方

? 便潜血とは何か

潜血という単語は日常ではあまり使用しま
せんが、辞典を引いてみると「肉眼では見分け
られない微量の出血。便中に認められ、消化官※

からの出血をいうことが多い。」とあり、簡単な
解説としてはこれで充分です。
潜血は英語では occult blood といい、オカル

トは日本語でも「神秘的なこと」、あるいは「超
自然的なこと」という意味で使われています
が、英語には「隠れた」という意味もあり、
occult blood は「隠れた血液」ですから、それを
潜血という日本語に訳したものだと思われま
す。臨床検査では便潜血と尿潜血があります。

※食道、胃、小腸、大腸、肛門はひとつながりの管になっ
ており、合わせて「消化管」と呼ばれる。

大腸

食道

胃

小腸

肛門

健康・食よろず相談

穴井 元昭（あない・もとあき）

（株）シー・アール・シー　中央研究所　所長

1961 年
1967 年
1975 年
1995 年
1995 年

九州大学医学部医学科卒業
医学博士
九州大学医療技術短期大学部　教授
同　名誉教授
シー・アール・シー中央研究所所長
現在に至る
産医大講座修了認定産業医

健
診
の
便
検
査
で
潜
血
反
応
が
陽
性
で
し
た
。

便
潜
血
検
査
と
は
、
ど
ん
な
検
査
で
す
か
？

55
歳
　
男
性
　
会
社
員

　
便
検
査
の
中
で
、
一
般
的
な
健

康
診
断
で
行
な
わ
れ
る
の
が「
便

潜
血
検
査
」
で
す
。
こ
の
検
査
は

肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
い
便
中
の

微
量
な
血
液
の
有
無
を
調
べ
る
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
消
化
管
の

潰
瘍
、
腫
瘍
、
炎
症
、
感
染
症
な
ど

出
血
性
疾
患
の
診
断
を
行
な
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
病
気
を

治
療
す
る
上
で
も
極
め
て
重
要
な

検
査
で
す
。

　
検
査
は
簡
単
で
、
自
宅
で
専
用

容
器
に
便
を
少
し
採
り
ま
す
。
し

か
し
、
容
器
に
入
れ
て
室
温
に
放

置
す
る
と
、
陽
性
度
は
１
〜
２
日

で
低
下
し
、
と
く
に
高
温
に
放
置

す
る
と
失
活
し
ま
す
の
で
、
す
ぐ

に
医
療
機
関
に
持
ち
込
ま
な
い
場

合
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ

て
冷
蔵
庫
で
冷
蔵
保
存
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
検
査
法
は
、「
化
学
法
」と「
免
疫

法
」が
あ
り
ま
す
が
、「
化
学
法
」で

は
、
人
間
以
外
の
血
液
に
も
反
応

す
る
た
め
、
食
事
で
肉
や
魚
を
食

べ
る
と
陽
性
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
な
の
で
、
検
査
を
す
る
場

合
、
厳
密
な
食
事
制
限
を
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
現
在
主
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
は「
免
疫
法
」
で
す
。

こ
れ
は
、
人
間
の
血
液
の
成
分
に

特
異
的
に
反
応
す
る
も
の
な
の

で
、
検
査
前
に
食
事
制
限
す
る
こ

と
な
く
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
胃
な
ど
上
部
消
化

管
出
血
の
陽
性
率
は
、
化
学
法
よ

り
低
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
免
疫
法
は
、
大
腸
が
ん
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
、
最
も

簡
便
な
検
査
で
、
大
腸
が
ん
の
集

団
検
診
の
報
告
で
は
、
陽
性
率
は

受
検
者
の
５
％
前
後
で
、
そ
の
陽

性
者
の
２
〜
３
％
で
が
ん
が
発
見

さ
れ
ま
す
。

　
便
潜
血
反
応
検
査
の
結
果
は
、

「
－（
陰
性
）」と「
＋（
陽
性
）」で
判

定
さ
れ
ま
す
。

　「
＋（
陽
性
）」
で
あ
れ
ば
、
口
腔

か
ら
肛
門
ま
で
の
全
消
化
管
の
ど

こ
か
ら
か
出
血
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
腸

な
ど
の
病
気
で
な
い
の
に「
＋（
陽

性
）」に
な
る
ケ
ー
ス
と
し
て
最
も

多
い
の
が
痔
で
す
。

　
簡
単
で
有
用
性
の
高
い
検
査
で

す
が
、
大
腸
癌
が
あ
れ
ば
必
ず
陽

性
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
進
行
癌

で
60
〜
75
％
、
早
期
癌
で
は
30
〜

40
％
程
度
で
す
。
し
か
し
、
２
日

連
続
し
て
検
査
を
行
う
２
日
法
で

は
、
10
〜
15
％
程
度
の
検
出
率
の

増
加
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
陽
性
の
場
合
は
、
必
ず
医
療
機

関
で
内
視
鏡
に
よ
る
大
腸
の
精
密

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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西村　雅宏（にしむら・まさひろ）

食品衛生コンサルタント
NSF　HACCP-9000 コーディネーター

1966 年　宮崎大学農学部卒業
1973 年　福岡市職員　食品衛生監視員歴 18 年
2001 年　（社）福岡市食品衛生協会食品検査センター
2002 年　食品衛生コンサルタントとして独立
2004 年　㈱シー・アール・シー食品環境衛生研究所
 顧問就任

（著書）保健所の片隅から（ある食品係長の実践
録）葦書房
日本経済新聞系列の日経BP社 ｢FOOD SCIENCE｣
に掲載中
HP Web 検索 ｢食中毒を防ぐ知恵 ｣
メールマガジン　食中毒 2001

　　

？

な
ん
だ
か
気
に
な
る

　
水
の
は
な
し

赤
潮

　
春
か
ら
夏
の
時
期
に
海
岸
が
赤

く
染
ま
る
現
象
を
目
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は「
赤
潮
」と

呼
ば
れ
る
現
象
で
、
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
大
量
に
増
殖
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。

　
赤
潮
の
発
生
は
、
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
増
殖
す
る
の
に
必
要
な

栄
養
物
質(

リ
ン
や
窒
素
等)

が

水
中
に
多
く
な
り
過
ぎ
る
こ
と

(

富
栄
養
化
と
言
う)

、
ま
た
、
地

球
温
暖
化
に
伴
う
水
温
上
昇
が
、

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
殖
を
促

進
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
栄
養

物
質
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排

水
や
農
地
で
使
わ
れ
る
化
学
肥
料

な
ど
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
排
水
で
汚
れ
て
し
ま
っ
た

水
が
、
魚
が
棲
め
る
程
度
の
き
れ

い
な
水
に
戻
る
ま
で
に
は
、
多
く

の
水
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、
味
噌
汁
お
碗
１
杯
で

は
、
浴
槽
４
杯
分
、
飲
み
残
し
の

ビ
ー
ル（
１
０
０
ml)

だ
と
浴
槽

５
杯
分
の
水
が
必
要
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生
活
排

水
が
河
川
や
海
域
に
与
え
る
影
響

は
非
常
に
大
き
い
の
で
す
。

　
赤
潮
が
発
生
す
る
と
、
海
の
生

物
に
悪
影
響
を
与
え
、
漁
業
に
も

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
赤
潮
を
予
防
・
防
止
す
る
に
は
、

海
水
域
の
富
栄
養
化
を
引
き
起
こ

さ
な
い
た
め
に
生
活
排
水
や
工
場

廃
水
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、
台
所
の
三
角
コ
ー

ナ
ー
に
布
巾
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な

ど
を
利
用
し
て
、
少
し
で
も
ろ
過

し
た
り
、
米
の
と
ぎ
汁
は
排
水
溝

に
流
さ
ず
、
植
木
に
あ
げ
た
り
す

る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、水
温
上
昇
を
防
ぐ
た
め
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
も
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
１
人

の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

何
も
し
な
け
れ
ば
悪
化
し
て
い
く

ば
か
り
で
す
。
自
分
達
で
で
き
る

こ
と
に
１
つ
で
も
多
く
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　　
昨
年
の
一
連
の
食
品
偽
装
事
件

は
健
康
被
害
が
生
じ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
消
費
者
を
「
だ

ま
し
た
」
こ
と
で
消
費
者
に
不
安

を
抱
か
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
代
償
と
し
て
、
偽
装
し
た
食
品

企
業
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
科
学
的
な
意
味
の
「
食
の
安

全
」
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
、
情

緒
的
な
「
食
の
安
心
」
を
確
保
す

る
た
め
に
、
衛
生
管
理
の
様
子
を

見
せ
る
「
見
せ
る
化
」
が
大
事
と

な
り
ま
す
。

　
製
造
業
で
採
用
さ
れ
て
い
る
整

理
・
整
頓
・
清
掃
・
し
つ
け
・
清

潔
の
「
５
Ｓ
活
動
」
に
、
微
生
物
レ

ベ
ル
の
清
潔
を
達
成
す
る
た
め
、

洗
浄
・
殺
菌
を
加
え
た
「
食
品
衛

生
７
Ｓ
」を
食
品
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
米
虫
節
夫
会
長
）
が
提
唱
し
て

い
ま
す
。
引
用
図
の
本
の
執
筆
に

私
も
参
加
し
ま
し
た
。

　「
食
の
安
全
・
安
心
」
を
確
保

す
る
と
い
う
目
標
に
向
け
て
「
食

品
衛
生
７
Ｓ
」
を
全
社
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
整

理
・
整
頓
・
清
掃
の
段
階
で
目
に

見
え
る
効
果
が
実
感
で
き
、
工
夫
・

改
善
が
進
む
と
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
目
に
見
え
な
い
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
の
危
害
を
防
ぐ
た
め
の

器
具
や
手
指
の
洗
浄
・
殺
菌
の
状

態
を
目
に
見
え
る
形
で
表
現
し
、

微
生
物
的
危
害
を
予
め
防
止
す
る

「
ふ
き
と
り
検
査
」
は
食
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
当
社
は
施
設
の
衛
生
検
査

で
「
細
菌
の
ふ
き
と
り
」
検
査
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

下
さ
い
。

食
の
安
全
・
安
心
は
見
せ
る
化
で

　
今
回
で
私
の
執
筆
も
終
了
と
な

り
ま
す
。
長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●食品衛生7Sの概念図
食品安全ネットワーク編「食品衛生7Ｓ入門 Q&A」日刊工業新聞社から引用

微生物レベル
の清潔 清潔

整理 整頓 清掃 洗浄 殺菌

手段と目的を
混同させない

動機づけ重視
維持管理
人間力育成

目的：
達成度測定

手段：
手順書で
確実実施

しつけ
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Ｑ 1あなたのビジネスマナーは大丈夫 ? 

マナークイズ No.14

このメモの書き方だと事実や状況をきちんと伝えていない。大切なのは "相手が怒っている様子で電話がかかって
きた "状況を伝えることであり、"相手が電話する "と言ったことを伝えるのは二の次。できるだけそのニュアン
スや相手の状況を、メモにして正確に伝えることが大切。

こたえは ②

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
挨
拶
か
ら

働
く
人
の
知
恵
袋
　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

①

②

はい

いいえ

○○株式会社の田中部長から山下係長あてにとても
怒っている様子の電話がありました。
「また、電話をする」と言って電話を切られたので、
山下係長には「○○株式会社の田中部長から電話が
ありました。また、電話されるそうです」と書いた
メモを残しておきました。

この対応で良かったのでしょうか？

好
感
度
を
上
げ
る

　
　
　   

挨
拶
の
仕
方

　
挨
拶
は
働
い
て
い
る
人
だ
け
に

必
要
な
も
の
で
は
な
く
、
全
て
の

人
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
挨
拶
は
、
相
手
に
好
印
象

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
で
も
あ

り
ま
す
。
も
う
一
度
、
自
分
の
挨

拶
の
仕
方
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
挨
拶
の
基
本

　
ま
と
も
な
挨
拶
が
で
き
な
け
れ

ば
、
社
会
人
と
し
て
も
失
格
。
お

客
様
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
職
場
で
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
も
、
積
極

的
に
、
元
気
な
挨
拶
を
す
る
こ
と

は
大
切
で
す
。
ま
た
、
挨
拶
さ
れ

た
場
合
は
、
必
ず
返
事
を
す
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
。

　
し
か
し
、挨
拶
は
す
れ
ば
よ
い
、

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

挨
拶
の
基
本
は
「
相
手
の
目
を
見

て
、
明
る
く
元
気
よ
く
、
先
に
声

を
か
け
る
」
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
挨
拶
し
た
の
に
返
事
が

返
っ
て
こ
な
い
…
。
自
分
で
は
挨

拶
し
た
つ
も
り
で
も
、
小
さ
い
声

で
ボ
ソ
ボ
ソ
言
っ
て
ま
せ
ん
か
？

そ
れ
で
は
、
誰
に
向
か
っ
て
声
を

か
け
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、

相
手
に
聞
こ
え
い
て
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
元
気
よ
く

は
っ
き
り
挨
拶
し
な
い
と
、
挨
拶

を
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
大
き
な
声
で
挨
拶
し
て
い
る
の

に
返
事
が
な
い
場
合
で
も
、
気
に

せ
ず
、
挨
拶
は
続
け
ま
し
ょ
う
。

き
っ
と
い
つ
か
お
互
い
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
日
が

や
っ
て
き
ま
す
。

●
社
内
の
人
に
も
挨
拶
を

　
挨
拶
は
社
外
の
人
だ
け
に
す
れ

ば
よ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
内
の
人
と
す
れ
違
う
時
は
軽
く

会
釈
を
。「
お
疲
れ
様
で
す
」
と

声
を
か
け
る
の
が
い
い
で
し
ょ

う
。
仕
事
な
ど
で
外
出
す
る
と
き

は
「
行
っ
て
き
ま
す
」。
そ
れ
を

受
け
て
、「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

な
ど
と
応
え
ま
し
ょ
う
。
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会　釈

使う場面

人とすれ違ったとき

出・退社の挨拶

言葉の例

失礼します。

お疲れ様です。

約15度

敬　礼

使う場面

朝夕の挨拶

お客様のお迎え、お見送り

得意先への訪問時

言葉の例

おはようございます。

いらっしゃいませ。

約30度
～35度

朝

昼

夜

■お辞儀の種類

■お辞儀のポイント

・足先はそろえる。

・首だけを曲げず、上体は腰から曲げる。

・男性は両手を体の前で重ねるか、ズボン

の両脇に沿わせて軽く伸ばす。

女性は両手を体の前で合わせる。

・挨拶をした後は、いったん間をおいてゆ

っくり上半身を起こす。

最 敬 礼

使う場面

感謝の意を表す時

お詫びする時

約45度言葉の例

ありがとうございます。

申し訳ございません。

ホロスコープ 4 月～ 6月の仕事運
牡羊座

3/21 - 4/19

9/23 - 10/23

てんびん座

4/20 - 5/20

牡牛座

10/24 - 11/21

さそり座

5/21 - 6/21

ふたご座

11/22 - 12/21

い て 座

6/22 - 7/22

か に 座

12/22 - 1/19

や ぎ 座

7/23 - 8/22

し し 座

1/20 - 2/18

みずがめ座

8/23 - 9/22

おとめ座

2/19 - 3/20

う お 座

マケーンシュムシュケル・達也 

頭の回転がスムーズで仕事の効
率アップが期待できそう。ただ
し目先の利益にこだわると運気
が下がるので要注意。

スケジュール通りに仕事を進め
ていくとよい結果が得られそう。
周囲の信用度もますますアップ
するでしょう。

誰に対してもにこやかな態度で
接する努力をするとよいでしょ
う。仕事は単独行動よりもチー
ムプレーが吉。

観察力がバツグンにさえている
ので的確な判断が下せそう。自
分が中心となって仕事をすると
いい結果が得られるでしょう。

現実を見つめ仕事に打ち込むと
成功する可能性大。人の嫌がる
ことでもコツコツ行なっている
ときっと、努力が実るでしょう。

行動がそのまま結果につながり
展望が開けそうな予感。おくす
ることなく一歩ずつ前進すると
よいでしょう。

好調で安定している運気のため、
普段より何倍もの集中力が発揮
でき、仕事効率もアップしそう
な予感。

斬新なアイディアで仕事に取り
組むと新しいビジネスチャンス
が訪れそうな予感。何事にも集
中しましょう。

ズルズルと先送りにしてきたこ
とが大きな問題を引き起こすこ
とがあるかも。現実を見つめて
決断を下すと吉。

好奇心が刺激されチャレンジ精
神が盛んになりそうな予感。色々
なことにトライしてみると今後
の展望が開けそう。

運気が強いのでチームで仕事を
するよりスタンドプレイで動い
た方が成功しそうな予感。ただ
し、周囲の意見には耳を傾けて。

自分だけの満足よりも大勢の利
益を考えて行動すると周りの人
の協力も得られ、仕事も大躍進
するでしょう。

　
ま
た
、
戻
っ
て
き
た
時
は
「
戻

り
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
、
自
分

が
帰
社
し
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

　
目
上
の
人
が
目
下
の
人
に
か
け

る
言
葉
が
「
ご
苦
労
様
」、
上
司

や
先
輩
な
ど
に
は
「
お
疲
れ
様
で

す
」
が
一
般
的
な
言
い
方
で
す
。

派遣登録スタッフ募集

あなたのキャリア・スキルにあった仕事

を紹介します。登録はカンタン！ホーム

ページもしくは電話で仮登録OK。あなた

にピッタリな仕事探しをお手伝いします。

TEL092-623-2187
http://www.crc-group.co.jp/crcsupport/

●
お
辞
儀
に
は
種
類
が
あ
る

　
お
辞
儀
の
基
本
は
、
背
筋
を
伸

ば
し
て
相
手
の
顔
を
ま
っ
す
ぐ
見

て
、
挨
拶
の
言
葉
を
い
い
な
が
ら

一
礼
す
る
こ
と
で
す
。
若
い
人
た

ち
の
中
に
は
、
背
中
が
丸
く
な
っ

て
首
だ
け
曲
げ
た
り
す
る
人
も
い

ま
す
が
、
こ
れ
で
は
お
辞
儀
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
辞
儀
は
腰

か
ら
曲
げ
る
も
の
で
す
。
立
ち
方

と
手
の
位
置
を
決
め
て
背
筋
を
伸

ば
す
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
辞
儀
に
は
種
類
と
使

い
方
（
上
記
）
が
あ
り
ま
す
。
正

し
い
挨
拶
を
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ

さ
い
。

①模擬②因果③迷子④濃厚⑤瀬戸際⑥請⑦観⑧向⑨佳⑩施
⑪自立⑫短縮⑬縮小⑭慎重⑮浪費⑯ゆうかんち⑰ぜんぷく⑱ふんさい⑲ちゃくなん⑳はんも

P16の答え
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①(　
　
　
　
　

）
試
験
を
受
け
る
。

②(　
　
　
　
　

）
関
係
を
調
べ
る
。

③
子
ど
も
が(　
　
　
　
　

）
に
な
っ
た
。

④
勝
利
が(　
　
　
　
　

）
に
な
る
。

⑤
人
生
の(　
　
　
　
　

）。

⑪
依
存

↔（　
　
　
　

）

⑫
延
長

↔（　
　
　
　

）

⑬
拡
大

↔（　
　
　
　

）

⑭
軽
率

↔（　
　
　
　

）

⑮
倹
約

↔（　
　
　
　

）

⑯
駅
前
の
遊
閑
地
を
活
用
す
る
。

⑰
全
幅
の
信
頼
。

⑱
岩
を
粉
砕
す
る
。

⑲
待
望
の
嫡
男
、
誕
生
。

⑳
原
っ
ぱ
一
面
に
花
が
繁
茂
す
る
。

⑥
仕
事
を（
受
・
請
）け
負
う
。

⑦
価
値(

観
・
感
）。

⑧
趣(

好
・
向
）を
こ
ら
す
。

⑨(

佳
・
桂
）作
を
と
る
。

⑩
法
律
を(

志
・
施
）行
す
る
。

 

モ
ギ

イ
ン
ガ

　
　
　
　
　

マ
イ
ゴ

　
　
　

  

ノ
ウ
コ
ウ

　
　
　

  

セ
ト
ギ
ワ

カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
し
ま
し
ょ
う

正
し
い
の
は
ど
っ
ち
？

線
の
部
分
の
読
み
を
書
き
ま
し
ょ
う

対
義
語
を
書
き
ま
し
ょ
う

脳だめし

あ
な
た
は
何
問
で
き
る
？

答
え
は
Ｐ
15
の
下
に
あ
り
ま
す
。

（株）　シー・アール・シー
                    ・ サービス

迫頭　宏

平成 5年入社
医療用具修理業責任
技術者

（株）臨床病態医学研究所

松井　明香

平成 11 年入社
細胞検査士
国際細胞検査士
健康食品管理士

（社）日本健康倶楽部
福岡統括支部

中島　洋典

昭和 62 年入社
管理栄養士
衛生検査技師
ヘルスケアトレーナー

（株）シー・アール・シー
　　 食品環境衛生研究所

金子　仁美

平成 13 年入社
水質関係第一種公害防止
                                   管理者

（株）シー・アール・シー

原田　重信

昭和 62 年入社
臨床検査技師
治験コーディネーター

西日本健康（株）

多賀谷　伸治

平成 7年入社
臨床検査技師
2級ファイナンシャルプランナー

（株）ＣＲＣサポート

三上　裕子

昭和 60 年入社
衛生検査技師
栄養士、管理栄養士

こ
ら
ぼ

編
集
委
員
紹
介

MS事業部
〒813-0062 福岡市東区松島 3丁目 29-18

092-626-3807

医療廃棄物収集運搬医療廃棄物収集運搬集集運収収収収収物物収収収収物物医療療療療廃棄棄棄物物 集集 搬医 棄棄棄 収収収集集 搬運医 集集運運物収物収集収集集療 集療廃 集運搬療廃棄物収集運搬医療廃棄物収集運搬

福岡県 佐賀県 長崎県 大分県

詳しくはお問い合わせ下さい。

?

??

?

夏

次号予告

2008 年 7 月 1 日発行予定

夏の皮膚トラブル特集

発行所 / セント・アコール・オフィス
住　所 / 福岡市南区長丘 2丁目 2-29
電　話 / 092-511-3622  定　価 / 600 円

あせも、虫さされ、日焼けなど夏の皮膚
トラブルの適切な対処法を紹介します。


